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社協だより

☆ 『社協だより』は，社協会費や赤い羽根共同募金の配分金の一部を活用し発行しております。
☆“社協”とは社会福祉協議会の略称です。

社会福祉法人 鹿屋市社会福祉協議会 広報誌

 今号の表紙 
　5月20日(日)に開催された泉ヶ丘町内会の
泉ヶ丘きばいもんそ会の開所式の風景です。

「泉ヶ丘 きばいもんそ会」とは？
・ごみステーションにごみを持っていくのが大変
・電球交換の手伝いがほしい…
・簡単な庭仕事を手伝ってほしい…等
　泉ヶ丘に住んでいる方々の「ちょっとした
困り事」を，泉ヶ丘の会員の皆様が安価でお
手伝いをするものです。
　詳しくはＰ６へ！！

鹿屋市初！！
町内会単位での
生活支援の仕組み



　当会では ,「市民誰もが安心して暮らせる健康でぬくもりに満ちた福祉コミュ二ティの創造」の実 現に向けて，市民や関係機関・団体の皆様にご理解とご協力をいただきながら，平成 29 年度は下記
のとおり各種事業の実施に努めました。事業の詳細については，当会ホームページに掲載しており ますのでご確認ください。（『鹿屋社協』で検索）

障がい者の社会参加と自立支援の促進
・�手話 ･点訳 ･音訳 ･要約筆記に関する各種講習会を開催し，奉仕員を養成
・�手話奉仕員，要約筆記奉仕員の派遣
・�広報かのや ･社協だよりの記事を点訳，又は音声訳して配布
・�不要になった福祉機器を他の者へ無料で譲渡する福祉機器リサイクル事業を
実施（車椅子等）
・�肝属地区障がい者基幹相談支援センター事業の実施　他

福祉関係機関・団体の事務局の運営
・鹿屋市共同募金委員会 (鹿児島県共同募金会 )，日本赤十字社鹿児島県支部鹿屋市地区事務局
・鹿屋市民生委員児童委員協議会事務局

葬儀事業の実施
・�福祉サービスの一環として，低価格でご家族が安心して葬儀を行えるための葬儀事業の実施（平成30年３月末事業廃止）

子育て支援事業の推進
・�ファミリーサポートセンター事業の実施（子育ての相互扶助活動の調整 ,
各種講習会の実施等）
・�つどいの広場事業の実施（つどいの広場“りな”の開設 ,各種講習会の実施等）
・�地域における子育てサロン活動の支援

介護サービス事業・介護予防サービス事業の実施
・�介護保険事業の実施（訪問介護，訪問入浴介護，居宅介護支援）
・�障害福祉サービス事業の実施（居宅介護，同行援護，移動支援，障害者等
訪問入浴サービス）
・�生きがい対応型デイサービス事業の実施
・�高齢者等訪問給食サービス事業の実施（平成29年６月末事業廃止，他法人等へ事業移管）

法人の運営
・�会務の運営（理事会，評議員会，監事会等）
・�会員制度の周知と加入促進
・�広報活動等の推進（社協だよりの発行，ホームページ，携帯を活用した情
報配信等）
・�保有施設の適正な管理及び運営（鹿屋市社会福祉会館）
・�指定管理施設の適正な運営（鹿屋市市民交流センター福祉プラザ，輝北�
ふれあいセンター）　他

共同募金配分金事業の実施
・�各種福祉団体等の助成事業や公募型助成事業等の実施
・�敬老祝品，100 歳祝い金の支給
・�80歳以上の一人暮らし高齢者へ見舞品の配布
・�生活困窮者への食料支援　他
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　当会では ,「市民誰もが安心して暮らせる健康でぬくもりに満ちた福祉コミュ二ティの創造」の実 現に向けて，市民や関係機関・団体の皆様にご理解とご協力をいただきながら，平成 29 年度は下記
のとおり各種事業の実施に努めました。事業の詳細については，当会ホームページに掲載しており ますのでご確認ください。（『鹿屋社協』で検索）

高齢者や障がい者の権利擁護の推進
・�権利擁護推進センターの設置，運営
・�判断能力が不十分な高齢者や障がい者の法律面や生活面を支援する法人後見事業の実施
・�福祉サービスの利用援助，日常的金銭管理等を行う福祉サービス利用支援事業の実施
・�権利擁護に関する事業を啓発するための市民向けセミナーを開催

総合相談事業の実施
・�心配ごと相談員を配置して，一般相談（心配ごと ･悩みごと）を実施
・�専門相談員（弁護士 , 司法書士 , 税理士）を配置して , 専門相談（法律 , 財産 ･登記 , 税務 ･経営）を実施

低所得世帯等への貸付事業の実施
・�県生活福祉資金貸付事業の実施（生活 ･生業・修学等の資金の貸付）
・�生活福祉資金小口貸付事業の実施（緊急時の生活資金等の貸付）

地域福祉活動の推進
・�地域の支えあい活動の普及促進を図るためのセミナー等の開催
・�高齢者等の見守りや声かけ活動を行う見守り隊の立ち上げや活動の支援
・�高齢者ふれあい ･いきいきサロンの立ち上げや活動の支援，助成金の支給，
交流会等の実施
・�地域の課題を共有し，解決を図るための支えあいマップ作りの実施
・�交通手段のない高齢者等に対し，サロン機能を活用した買い物支援の実施
（ドライブサロン）　他

生活支援 ･ 介護予防体制の充実及び強化
・�地域の支えあい活動を推進するための生活支援コーディネーターの配置
・�地域づくり勉強会の実施
・�鹿屋市をはじめ各地区の関係機関・団体等で構成した協議体の設置や座談
会の実施
・�生活支援や介護予防の担い手の養成
・�生活支援サービスを住民の助け合いの中から創出（有償ボランティア活動の立ち上げの検討）
・�鹿屋体育大学と連携し，介護予防体操の実施を中心とした，新たな高齢者の集いの場を創出　他

福祉教育やボランティア活動の推進
・�鹿屋市ふれあい福祉まつりの開催
・�福祉ボランティア作文コンクールの実施，ボランティア活動感想文集の作成と配布
・�ボランティア活動推進校の指定，活動助成金の支給，連絡会の開催
・�児童 ･生徒のふれあいボランティア活動事業の実施
・�ボランティア育成のための講座 ･研修会等の実施
　（わくわくボランティア体験講座，サマーボランティア体験学習，介護施設ボランティア体験講座）
・�ボランティアセンターの運営（登録 ･相談 ･情報提供 ･斡旋，活動保険の手続き等）
・�災害時のボランティア活動の普及，支援（講座の開催，訓練の実施，被災地へ職員派遣）
・�高齢者元気度アップ ･ポイント事業，高齢者元気度アップ地域包括ケア推進事業の実施　他
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人件費支出
271,421,163円
（57.40％）

人件費支出
271,421,163円
（57.40％）

事業費支出
111,560,491円
（23.60％）

事業費支出
111,560,491円
（23.60％）

事務費支出
24,833,388円
（5.30％）

事務費支出
24,833,388円
（5.30％）

貸付事業支出
215,000円
（0.05％）

助成金支出
9,681,500円
（2.10％）

流動資産
評価損等による
資金減少額
356,797円（0.05％）

その他の活動による支出
5,294,880円（1.10％）

積立資産支出
5,000,000円（1.10％）

固定資産取得支出
4,807,115円（1.00％）

当期末
支払資金残高
39,388,112円
（8.30％）

当期末
支払資金残高
39,388,112円
（8.30％）

支出の部
合　計

472,558,446円

会費収入
6,216,130円
（1.30％）

寄附金収入
10,332,095円（2.10％）

経常経費
補助金収入
93,547,996円
（20.00％）

経常経費
補助金収入
93,547,996円
（20.00％）

受託金収入
141,768,068円
（30.00％）

受託金収入
141,768,068円
（30.00％）

貸付事業収入
231,131円（0.05％）

事業収入
8,276,060円（1.70％）

介護保険
事業収入
93,489,901円
（20.00％）

介護保険
事業収入
93,489,901円
（20.00％）

障害福祉
サービス等
事業収入
27,168,600円
（5.70％）

受取利息
配当金収入
221,126円
（0.05％）
葬儀事業収入
12,589,954円
（2.60％）

その他の収入
3,011,850円
（0.60％）

その他の活動
による収入
12,484,120円
（2.60％）

積立資産
取崩収入
21,921,486円
（4.60％）

施設整備等補助金収入
2,925,000円
（0.60％）

前期末支払
資金残高
38,374,929円
（8.10％）

前期末支払
資金残高
38,374,929円
（8.10％）

収入の部
合　計

472,558,446円

（単位：円）

（敬称略）

資 産 の 部 負 債 の 部
科　　目 当年度末 前年度末 増　減 科　　目 当年度末 前年度末 増　減

流動資産 82,318,691 81,434,220 884,471 流動負債 48,927,702 49,335,197 △407,495
現金預金 40,739,642 46,365,488 △5,625,846 事業未払金 28,621,665 41,184,710 △12,563,045

現金 0 3,910 △3,910 未払費用 10,161,201 0 10,161,201
預金 40,599,642 46,221,578 △5,621,936 預り金 86,996 79,010 7,986
小口現金 140,000 140,000 0 職員預り金 4,060,717 1,734,133 2,326,584

事業未収金 38,637,540 32,330,643 6,306,897 賞与引当金 5,997,123 6,337,344 △340,221
未収金 2,603,160 2,121,430 481,730
未収収益 4,842 0 4,842
商品・製品 0 61,438 △61,438
立替金 3,240 150 3,090
前払費用 330,267 555,071 △224,804

固定資産 204,959,711 229,508,969 △24,549,258 固定負債 86,975,210 94,529,640 △7,554,430
基本財産 26,153,592 29,767,972 △3,614,380 退職給付引当金 86,975,210 94,529,640 △7,554,430

建物 22,153,592 25,767,972 △3,614,380 負債の部合計 135,902,912 143,864,837 △7,961,925
定期預金 4,000,000 4,000,000 0 純 資 産 の 部

その他の固定資産 178,806,119 199,740,997 △20,934,878 基本金 4,000,000 4,000,000 0
建物 2,866,144 3,616,285 △750,141 第一号基本金 4,000,000 4,000,000 0
車輌運搬具 4,874,945 622,938 4,252,007 国庫補助金等特別積立金 27,500,015 26,220,190 1,279,825
器具及び備品 506,294 816,462 △310,168 その他の積立金 99,716,856 116,638,342 △16,921,486
長期貸付金 882,350 898,200 △15,850 地域福祉基金積立金 76,222,013 91,199,877 △14,977,864
退職手当積立基金預け金 69,959,530 77,148,770 △7,189,240 祭壇購入積立金 0 1,943,622 △1,943,622
地域福祉基金積立資産 76,222,013 71,222,013 5,000,000 修繕積立金 7,152,000 7,152,000 0
特定地域福祉基金積立資産 0 19,977,864 △19,977,864 権利擁護推進事業基金積立金 16,342,843 16,342,843 0
祭壇購入積立資産 0 1,943,622 △1,943,622 次期繰越活動増減差額 20,158,619 20,219,820 △61,201
修繕積立資産 7,152,000 7,152,000 0 （うち当期活動増減差額） △16,982,687 △53,541,539 36,558,852
権利擁護推進事業基金積立資産 16,342,843 16,342,843 0 純資産の部合計 151,375,490 167,078,352 △15,702,862

資産の部合計 287,278,402 310,943,189 △23,664,787 負債及び純資産の部合計 287,278,402 310,943,189 △23,664,787

　当会理事の欠員に伴い，平成30年６月14日開催の定時評議員会において，新たに２名の理事が選任されましたのでご
報告いたします。
　なお，任期は平成30年６月14日開催の定時評議員会の終結の時から平成31年６月開催の定時評議員会の終結の時までです。

氏　　名 選出区分 氏　　名 選出区分

吉村　敏行 福祉関係機関団体代表�
（鹿屋市高齢者クラブ連合会会長） 深水　俊彦 関連分野の団体代表�

（鹿屋市教育委員会�教育次長）

１　資金収支決算

２　貸借対照表（平成30年3月31日現在）
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平成29年度 鹿屋市社会福祉協議会 会計収支決算

新たに役員が選任されました



赤十字ってどんな組織？
　赤十字とは紛争や自然災害時における傷病者
救護活動を中心とした人道的な活動（人間の命
や尊厳を守る）を行う団体です。世界191の国
と地域に設置されており，日本では日本赤十字
社が昭和27年に設置されました。

日本赤十字社の活動は個人，法人を問わず，赤十字の理念に賛同いただいた
会員の皆様からいただく会費によって支えられております。

平成29年度（鹿屋市地区）赤十字活動資金実績：10,335,037円

どんな活動をしているの？
　紛争や自然災害時の傷病者救護，赤十字病院
の運営，血液事業，その他様々な事業を実施し
ています。また，火災や水害等が発生した場合
は，被災された方へ救援物資を届ける活動も行っ
ています。

　当会に，海上自衛隊鹿屋航空基地海曹会様から車椅子を，また西俣盛り上げ隊壮青年部様からは寄
附金をいただきました。皆様の善意に心から感謝申し上げます。

赤十字の活動資金にご協力をお願いいたします
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　海上自衛隊鹿屋航空基地の隊員で構成する「海曹会」様
から，５月24日に，市民の福祉に役立ててもらいたいと車
椅子３台を寄贈していただきました。
　この車椅子は，海曹会の皆様が隊員やそのご家族に呼び
かけて，アルミの空き缶や古新聞等を収集され，業者で換
金し購入されたものです。
　現在まで，延べ17台の車椅子を寄贈していただいており，
市民への貸出や福祉教育の教材等として活用させていただ
きます。

　鹿屋市の西俣小学校区の保護者で構成された西俣盛り
上げ隊壮青年部様から，６月14日に，市民の福祉に役立て
てもらいたいと，26,623円の寄附金をいただきました。
　この寄附金は，５月20日に，同壮青年部様の主催で開催
された「泥りんピックIN西俣」の収益から寄せられたもの
です。
　寄附金は，地域福祉活動やボランティア活動を推進する
ための財源として活用させていただきます。

　６月18日，リナシティかのや情報研修室において，日本赤十
字社鹿児島県支部鹿屋市地区協賛委員研修会を開催しました。協
賛委員の主な役割は，赤十字の普及，会費の募集などで，民生委
員や関係団体の皆様45名に協賛委員としてご協力をいただいて
おります。
　当日は日本赤十字鹿児島県支部職員に講師を依頼し，赤十字に
ついての講義などを行いました。今後，協賛委員が皆様の地域に
お伺いいたしますので，会費のご協力をよろしくお願いいたします。

皆様の善意に感謝します



鹿屋市生活支援コーディネーター便り
生活支援

コーディネーターの
取り組みをシリーズで
お届けします! !

上
薗
町
内
会
長

有償にすることで，
依頼する方も気兼
ねなく頼めます。

●メニューごとの料金 ●有償ボランティアの仕組み

民
生
委
員
福
留
さ
ん

先生のプログラム
を参考に，皆で楽
しく月２回運動し
ています。

　別名「地域支え合い推進員」と呼ばれており，地域の課題や支援ニーズ，地域で提供されているサー
ビス等を把握するとともに，地域に必要なサービスが無い場合には，新たな生活支援サービスを開発
するなど高齢者の生活支援・介護予防サービスを総合的に調整・整備するなどの役割を担っています。

　町内会の見守りの活動から発展し，高齢者等の生活上の困りごとを町内で解決でき
る仕組みづくりはできないものかとの相談を受け，コーディネーターが支援・調整を
行った結果，住民手作りの有償ボランティアの仕組みを下記のとおり構築することが
できました。現在「泉ヶ丘きばいもんそ会」として，活動を開始しています。

　町内で介護予防体操をしたい！！という住民の熱意を受け，コーディネーターが調
整した結果，鹿屋体育大学，藤田先生のご協力をいただき，運動サロンを開始するこ
とができました。現在は町内のメンバーで，月２回自主的に活動中です。

生活支援コーディネーター

地域の福祉活動（サロンや見守り活動，生活支援等）については，下記にご相談ください。

泉ヶ丘町
での

取り組み

上谷町
での

取り組み

コーディネーターの担当圏域 所　　属　　先 電話番号
第1層 市全域  鹿屋市社会福祉協議会 44-2277

第2層

鹿屋東中学校区，串良地区
 寿8丁目サブセンター (ヴィラかのや) 40-3751
 寿2丁目サブセンター (朋愛園) 41-2431
 串良サブセンター (以和貴苑) 62-8871

第一鹿屋・花岡中学校区  大浦サブセンター (悠々) 40-9855
 花岡サブセンター (花岡の里) 46-5151

大姶良・田崎・旧高須中学校区，吾平地区  吾平サブセンター (陵幸園) 58-5900
 大姶良サブセンター (慈恵園) 48-2800

鹿屋・高隈中校区，輝北中地区  下祓川サブセンター (鹿屋長寿園) 40-8333
 輝北サブセンター (みどりの園) 099-485-1185

自分の健康は自分で！！ 運動前の血圧測定もお互いに！

活動員の調整

活動員

きばい
もんそ会
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小学生・中学生・高校生の皆さん！！
　鹿屋市社会福祉協議会ボランティアセンターでは，福祉・ボランティア作文
コンクールを下記のとおり実施します。最優秀賞，優秀賞を受賞された方は鹿
屋市ふれあい福祉まつりで表彰されますので，奮ってご応募ください。

【テーマ】
　児童・生徒の皆さんが，普段の生活を通して，福祉やボランティアについて感じたこと，体験したこと，
伝えたいこと。または，福祉やボランティアに対する自分の考えや思いなど。【題名は自由】
　＜例＞　・障がいのある方々との交流や高齢者とのふれあい，福祉施設の方々との交流
　　　　　・地域，学校，家庭での体験
　　　　　・しあわせな社会をつくるために，自分の考えや希望
　　　　　・赤い羽根などの募金活動に参加して感じたこと　

～小学生のみなさん，夏休み，親子で「ものづくり」の楽しさを体験しませんか。～

【日　　時】 平成30年８月18日（土）　時間 10：00 ～ 15：00
※日程　午前：ソーラーカーの仕組説明・製作
　　　　午後：作品で遊ぶ

【場　　所】	リナシティかのや（２階）　情報研修室（Ａ）
【対象者･定員】	 鹿屋市内に在住する小学校高学年（４～６年生）の児童と保護者（10組）
　　　　　　　※児童の人数に関係なく，参加親子１組に１個の材料を準備させていただきます。
　　　　　　　※申込み多数の場合は，抽選で参加者を決定します。
【主　　催】 鹿屋市市民交流センター福祉プラザ（指定管理者 : 鹿屋市社会福祉協議会）
【共　　催】 かのやおもちゃ病院
【申込期間】 平成30年７月17日（火）から７月31日（火）まで
　　　　　　・昼食（お弁当・飲み物等）は各自でご持参ください。
　　　　　　・安全確保のため，必ず保護者同伴でご参加願います。
【申込先・問合せ先】　鹿屋市社会福祉協議会 総務課 担当：永田，北郷（ホンゴウ）

　　　　　　　　電 話　０９９４－４４－２９５１

★テーマ★「ソーラーカー」をつくってみよう！！

【応	募	方	法】
　下記のとおり原稿用紙でご応募ください。
　◆小学生の部

１～２年生の部  200字詰め原稿用紙　２枚以上
３～６年生の部  400字詰め原稿用紙　２枚以上

　◆中学生の部　　　　　　　　　　
４００字詰め原稿用紙　２枚以上

　◆高校生の部　　　　　　　　　　
４００字詰め原稿用紙　３枚以上

　※ 市内の学校の児童・生徒の方は，各々の担任の
先生へ，それ以外の方は当会ボランティアセン
ターまでご提出ください。

【応募資格】
　市内の学校に通学している小学生・
中学生・高校生
【表	彰	等】
　最優秀賞，優秀賞受賞者には表彰状
の授与及び副賞を進呈します。
【応募締切日】
　平成30年９月３日（月）
【問合せ先】
　鹿屋市社会福祉協議会
　　　ボランティアセンター
　　　　　☎0994-44-2244

夏休み親子ふれあいものづくり体験教室

福祉・ボランティア作文コンクール作品募集

参
加
者
募
集
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権利擁護推進センターのご案内

市民後見人養成講座に関する事前説明会のご案内

　当会権利擁護推進センターは，平成30年
４月９日に鹿屋市向江町の鹿屋市社会福祉会
館へ移転し業務を行っています。

　地域で安心した生活を続けたいという地域福祉推進の観点から，社会貢献に意欲をお持ちの市
民を対象に，養成講座を開催いたします。
　開催にあたり，養成講座の概要等について，下記の日程で事前説明会を開催いたしますので，
受講を希望される方は，当会までお申し込みください。

【事前説明会】
日　時　平成30年７月26日（木）
　　　　（１回目）11時00分～ 12時00分
　　　　（２回目）18時30分～ 19時30分
場　所　鹿屋市社会福祉会館（鹿屋市向江町29-2）
申込先　鹿屋市社会福祉協議会　在宅福祉サービス課
電　話　0994-42-7188〔担当：富松〕

●市民後見人とは
　「一般市民による成年後見人です。認知症や知的障害などで判断能力が不十分になった人に，親族や
弁護士・司法書士等がいない場合に，同じ地域に住む市民が，家庭裁判所から選任され，本人に代わっ
て財産の管理や介護契約などの法律行為を行います。」

【センターの主な業務内容】
　高齢者や障がい者で判断能力や意思決定能力が不十
分な方を対象に，成年後見制度や福祉サービス利用支
援事業（日常生活自立支援事業）を活用して権利擁護
や自立支援を行います。
　また，地域の身近な成年後見制度の相談窓口を設置
しています。制度に関するどんなことでも結構ですの
で，お気軽にご相談ください。

●相談窓口 在宅福祉サービス課　権利擁護推進センター
 　鹿屋市向江町29番2号（鹿屋市社会福祉会館内）
 　月～金曜日　8時30分～17時15分（祝日および年末年始を除く）
●電話番号 0994-44-1968　　●FAX番号　 0994-42-7355

8社協だより. 2018



地 域 の 話 題 を お 伝 え し ま す

　一時的に生活に困窮し食べる物に困っている世帯に対し，支援を行う「生活困窮者への食料支援に関する
協定」を，当会と２つの企業・団体との間で締結いたしました。
　協定を締結したのは，社会福祉法人岳風会(吾平町)と株式会社倉府食品鹿児島(札元１丁目)で，岳風会に
ついては，５月24日(木)障がい者支援施設陵北荘で，また，倉府食品については，６月28日(木)リナシティ
かのや２Ｆ情報研修室において協定締結式を行いました。
　今後は，生活に困窮している世帯に対し，相互に連携しながら支援を行っていくことになります。

　輝北ふれあいセンターでは，火曜日を除く毎日，市民のみなさんに温泉を提供しています。泉質は，炭酸水
素塩泉で，美肌の湯や清涼の湯と呼ばれることもある泉質です。炭酸水素塩泉は，肌の不要な角質や毛穴の汚
れを取り除くため，入るだけで石鹸で体を洗ったように体が清潔になる効果があり，また，神経痛や筋肉痛な
ど健康増進にも役立ちます。市民のみなさんのご利用をお持ちしております。

◎　営 業 日　火曜日以外毎日
◎　営業時間　午前９時～午後８時まで（４月～９月）
　　　　　　　午前９時～午後７時まで（10月～３月）
◎　入 浴 料　中学生以上 310円，小学生 150円，幼児 無料
※　ボディーソープやシャンプーは，常備しています。

社会福祉法人岳風会 様 株式会社 倉府食品鹿児島 様

生活に困っている方への食料支援に関する協定を締結

健康増進に活用を！！（輝北ふれあいセンターの温泉のご案内）

福
祉
体
験
を
通
し
て

大
切
な「
福
祉
の
心
」を
学
ぶ

　６月28日(木)に上小原中学校で，車いす試乗や高
齢者，障がい者擬似体験などの福祉出前講座を実施
し，同校２年生42名が受講しました。
　この講座は，普段何気なく行っている動作が，高
齢者や障がい者にとってどのように大変なのかを実
感し，自分たちにできることは何かを考え，「福祉
の心」を育てることを目的に行っています。
　実際に体験した生徒たちは，「自分の祖父母や障
がい者の方々の気持ちが分かった。これから率先し
てお手伝いをしたい。」と感想を述べていました。

　６月７日につどいの広場 “りな”イベント『ミニミニ
運動会』をリナシティかのやのフィットネスホールで
開催しました。
　運動会では，21組の親子が参加し，かけっこや玉入
れ等の競技を行い，とても楽しい1日になりました。
　つどいの広場“りな”は，リナシティかのや２階の福
祉プラザ内にあり，年末年始を除く毎日(午前10時～
午後４時)，乳幼児をもつ親と子を対象に，リラック
スの場・遊びの場・交流の場などとして開設していま
す。また，各種イベントや講習会も開催しています。

とても盛り上がった
つどいの広場「ミニミニ運動会」
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　　　 ～ 福祉の現場で活躍する皆さまをご紹介します ～ 　　　
　今回は，障害者支援施設「桜町学園」（有武町）の生活支援員 垣内貞俊
さんを取材させていただきました。

【Ｑ１　桜町学園さんはどのような
施設ですか】
　知的に障がいがある方などを支
援する施設で，主に施設入所と生
活介護，短期入所を行っています。

【Ｑ２　どのようなお仕事をされて
いらっしゃるのですか】
　障がい者のＡＤＬ（日常生活動作）
の向上を目指したリハビリ，カラオ
ケなどの娯楽活動，外出，食事な
ど生活全般の支援を行っています。

【Ｑ３　お仕事をされてやりがいを
感じたことはありますか】
　けがをされた障がい者の方が施
設でのリハビリを通して，「笑顔」
をみせてくれるところにやりがいを
感じています。

【Ｑ４　地域とのつながりはどのよ
うに感じていますか】
　社協さんと協働で行っているド
ライブサロン事業（地域の買い物
支援）を通して，地域とのつなが
りを再構築させていただいており
ます。今後も地域貢献をするにあ
たって，災害時の支援など施設に
できることを考えていきたい。

【Ｑ５　福祉の仕事をしたいと思っ
ている人に助言をお願いします】
　福祉と聞けばハードルが高いイ
メージですが，まずは「やってみた
い」という気持ちから入っていくこ
とが大切ではないでしょうか。

スマイル
ワーカー

社会福祉法人 愛光会
障害者支援施設 桜町学園

副主任生活支援員

垣
かき

内
うち

 貞
さだ

俊
とし

さん（34）
【桜町学園】 鹿屋市有武町855番地３ 

☎0994-46-3212

やる気，元気がでる！！福祉プラザの講演会のご案内

主　催　鹿屋市市民交流センター福祉プラザ
　　　　（指定管理者　鹿屋市社会福祉協議会）
対象者　鹿屋市民（一般，高校生，大学生）
定　員　400名（定員になり次第締め切らせていただきます）
申込み　電話又は Fax，メール（氏名・年齢・住所・電話番号を
　　　　記入して送信），もしくは直接来所にてお申込みください。
　　　　鹿屋市社会福祉協議会（リナシティかのや 2 階福祉プラザ内）
○	電　話　０９９４－４４－２９５１　【担当】永田・北郷（ホンゴウ）
○	ＦＡＸ　０９９４－４４－７７５７
○	メールアドレス　ｉｎｆｏ＠ｋａｎｏｙａｓｙａｋｙｏｕ．ｊｐ

ＤＪポッキーさん
Profile

宮崎県を拠点に九州（宮
崎，鹿児島，福岡）や東京

（全国放送）で活躍中のラ
ジオＤＪ。ハワイの KZOO 
RADIO とも番組展開中。
宮崎県日南市出身。

ラジオ・テレビでお馴染みの

ＤＪポッキーの福祉講演会
『言葉が人生を変える』講演テーマ

平成30年

10月６日（土）
会　場　リナシティかのや（３階）ホール

★ 申込受付期間 ★　８月１日(水) ～９月12日(水)

13：30	開場
14：00	開演

入場無料

90分
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社
協
だ
よ
り
第
四
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

さ
て
、
六
月
十
八
日
に
近
畿
地
方
で
震
度
６
弱
の

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
の
社
協
だ
よ
り
で
は
泉
ヶ
丘
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
地
域
の
困
り
ご
と
に
対
し
地
域
で

助
け
合
い
、
解
決
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
今
回

の
よ
う
な
災
害
時
に
は
特
に
互
い
に
助
け
合
う
こ

と
、
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
災
害
に
対
し
て
の
備
え
を

し
、
地
域
で
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
社

協
で
も
、
互
い
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
、
そ
ん
な
地

域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
地
域
福
祉
課　
江
並
） 次回の社協だよりは平成30年10月発行予定です。

【本　　所】  〒893-0009　鹿屋市大手町１番１号 
（リナシティかのや２Ｆ福祉プラザ内） 
☎0994-44-2951　FAX  0994-44-7757

【本所分室】  〒893-0006　鹿屋市向江町29番２号 
（鹿屋市社会福祉会館内） 
☎0994-42-7188　FAX  0994-42-7355

【吾平支所】  〒893-1103　鹿屋市吾平町麓2955番地1 
（湯遊ランドあいら敷地内） 
☎0994-58-8860　FAX  0994-58-8870

【輝北支所】  〒893-0201　鹿屋市輝北町上百引2100番地1 
（輝北ふれあいセンター内） 
☎099-486-0777　FAX  099-486-1333

【串良支所】  〒893-1602　鹿屋市串良町有里507番地1 
（串良ふれあいセンター内） 
☎0994-31-4400　FAX  0994-31-4401

職 員 採 用 情 報
～私たちと一緒に働きませんか♪～

【正規職員】
〇職　　種　事務局職員　　　〇採用予定人数　若干名　　　〇受験資格　平成元年４月２日以降に生まれた人
〇試験方法　一次試験（教養試験・事務適性検査・小論文）　　二次試験（面接）※二次試験は一次試験の合格者のみとなります。
〇試験日時　一次試験　10月14日（日）10時～〈９時30分集合〉　　二次試験　11月18日（日）10時～〈９時30分集合〉
〇試験会場　鹿屋市社会福祉会館（向江町29番2号）
〇受験手続き　試験実施要項及び受験申込書が本所・支所の窓口に準備しております。
　　　　　　（受験申込書配布開始日：８月１日（水）午前8時30分から）　　　　　　　　
〇受付期間　８月１日（水）～９月14日（金）
〇給 与 等　大学卒基準給料月額　168,600円  短大卒基準給料月額　156,800円
　　　　　　高校卒基準給料月額　147,100円
　　　　　　　 当会の職員給与規程に基づき支給します。給料のほか通勤手当，住宅手当，超過勤務手当，

期末手当，勤勉手当等が規程に基づき支給されます。
○採用予定日　平成31年４月１日
○そ の 他　申込方法など，詳しくは，当会ホームページ（「鹿屋社協」で検索）でご確認ください。
○問 合 先　☎総務課  0994-44-2951

職　種 〔 登 録 看 護 師 〕 〔 登 録 ホ ー ム ヘ ル パ ー 〕

仕事内容
特殊浴槽等装備した移動入浴車で，高齢者等の自
宅を訪問し，３人１組で入浴サービス（健康確認，
入浴介助等）を行います。

高齢者等の自宅を訪問し，身体介護（入浴・排泄・食事等）や生活援助（掃
除・洗濯・調理等）の介護等サービスを行います。

募集人員 若干名
年　　齢 65歳まで

資　　格 ①正看護師又は准看護師
②普通自動車免許

①介護福祉士又は介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー 2級）以上
②普通自動車免許証

給　　与

⑴賃　金
　時　給　 950円→月曜～土曜
　時　給 1,200円→祝日
⑵加算額　事務手数料，処遇改善手当など

⑴賃　金
　時　給　  900円→月曜日～土曜（介護福祉士取得者 950円）
　時　給　1,150円→早朝･夜間･日曜･祝日（介護福祉士取得者 1,200円）
⑵加算額　移動･事務手数料，自動車借上料，処遇改善手当など

時　　間

午前８時30分から午後５時までの間
◆１日平均２件から４件程度の訪問です。
　（１件につき，1時間から1時間30分程度）
◆移動時間も就業時間に含みます。
◆勤務時間は，相談に応じます。

午前６時から午後8時までの間
◆１日４時間程度の訪問です。
◆勤務時間は，相談に応じます。

勤	務	地 鹿屋市社会福祉協議会 本所分室
鹿屋市向江町29番２号（鹿屋市社会福祉会館内）

原則，直行直帰（自家用車等を使用し，自宅と利用者宅の往復）になり
ますが，月に４・５回程度，左記勤務地へ出勤となります。

待　		遇 ⑴雇用保険（週20時間以上勤務した場合），労災保険　　⑵健康診断（年１回）
⑶有給休暇有，活動着貸与有（当会規程に基づく）

応　　募

⑴応募方法　市販の履歴書，資格証・免許証の写しをご持参ください。
⑵応募受付　随時（土・日・祝日除く），窓口時間内（午前8時30分から午後5時まで）で受付します。
⑶応 募 先　在宅福祉サービス課 鹿屋市向江町29番2号（鹿屋市社会福祉会館内）【電話】0994－42－7188
⑷選考方法　書類選考のうえ，随時面接します。（後日連絡）　　

当会では，正規職員（事務職）と登録型職員（看護師・ホームヘルパー）を下記のとおり募集します。

【登録型職員】
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